
　雇用を創出し、人財を育成し、適正な利益を確保

したうえで納税を実践する。企業活動の基本です。

これらを実現するためには、お客様、株主・投資家、

取引先（協力会社・仕入先）、従業員、行政、地域社会

等といったステークホルダーと良好な関係を構築

する必要があります。

　ＴＨＫは、すべてのステークホルダーとのつながり、

社会との関わりを大切にしています。

社会との関わり
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最高品質の徹底追求

　2008 年度は、社長方針として「最高品質の徹底追
求」が掲げられました。世界のトップブランド企業とし
て既存製品の品質に満足することなく品質管理を強
化し、世界最高品質の製品をお客様に提供するため

「品質向上委員会」を設置して、全社横断的な品質向
上活動を展開しています。
　お客様に提供する製品には、各生産拠点の製造技
術力、測定技術力等の工程能力が盛り込まれている
ため、海外工場を含めた各生産拠点の製品を評価す
る社内品質コンテストを品質向上委員会が主体とな
り2008 年 10月に実施しました。世界各国の製品を一
堂に集め、品質保証部員が審査員となり、各製品の品
質評価項目を決め、各生産拠点の評価を行いました。
結果としては、海外生産拠点を含めどの生産拠点で
も同等の品質であることを確認しました。
　生産拠点は日本、米国、欧州およびアジアへと拡大
し、世界共通の「製造品質」実現が不可欠であり、世界
共通の品質管理（TQS*）の推進を展開するとともに、
海外生産拠点が調達し使用する材料、部材について
も公平・公正な試験評価を行い、各生産拠点が優良
材料、優良部材が使用できるよう調達部門と連携し
て、最適地生産の基本であるグローバル調達も強化
しています。
　さらに、海外との品質情報を共有するために、TV 会
議や社内 WAN*といった最新のインフラ設備を活用
し技術交流や情報の共有化を行い、グローバル品質
をさらに強化しています。こうした活動を通し各生産
拠点の品質に対する取り組みを活性化させ、「最高品
質の徹底追求」に取り組んでいきます。

　

万全の品質保証体制

　すべてのお客様へ安心・安全な優良商品の提供とグ
ローバルを考慮した万全の品質保証体制を提供する
ため、日本、米国、欧州およびアジアのすべての生産拠
点で品質マネジメントシステムISO9001を認証取得し
ているほか、FAI事業部、TME、TMAではISO/TS16949（自
動車産業品質マネジメントシステム）を取得し、より厳
しく高い品質管理が求められる自動車業界へも製品を
提供しています。ＴＨＫは今後も継続してこれらの品質
マネジメントシステムを各生産拠点で適切に運用し、
品質の継続的改善に取り組んでいきます。

改善発表大会の開催

　改善活動は生産の永遠のテーマで今後も発表会の
場を設け、品質と技術の向上をめざしています。生産
本部では、2007 年 11月に引き続き第 2 回改善発表大
会を 2009 年 2月、3月の 2 回にわたり行いました。各
工場におけるQC* サークル活動・加工開発・日々の
改善活動の成果発表の場であり、他工場への横展開
を図るものです。今回はＴＨＫ国内 5 工場と新たに
ＴＨＫ新潟が加わり、まず各工場の予選会が開かれ
ました。それに続き東日本・西日本地区の選考会が開
催され、改善 9 事例と生産技術統括部の特別報告 2 事
例が紹介されました。
　岐阜工場の組み立て工程改善事例では、治具や装
置の改善により現行作業時間 250 秒を 64 秒短縮する
ことを目標にしました。しかし改善を繰り返した結
果、目標を上回る78 秒を短縮することができました。

お客様とともに（品質向上のために）

*TQ S : ＴＨＫ Quality Standard ＴＨＫ独自の品質基準
*WAN : Wide Area Network の略 広域通信網のこと

*QC: Quality Control 品質管理

生産本部
営業支援本部

品質向上委員（各工場）

営業本部
アドバイザー

事務局

常　務最
高
責
任
者（
代
表
取
締
役
社
長
）

委
員
長（
専
務
）

副
委
員
長

技術本部

QC サークル発表会（三重工場）

継続的によりよい製品を提供するためにどのような取り組みをしていますか。

社長方針として「最高品質の徹底追求」を掲げ、品質のあるべき姿を追い
求めるべく行動指針を示しています。

Q

A

■品質向上委員会組織体系図
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TAPS育成制度

　ＴＨＫは、2008 年度より顧客満足度向上の一環と
して、代理店の営業マンを対象とした資格取得制度

『TAPS* 育成プログラム』を開始しました。代理店の
営業マンのスキル向上を目的とし、ＴＨＫの営業マ
ンに近い顧客サービスの実現をめざします。
　各社から本制度を希望する営業マンを対象に、製
品・技術セミナーを３工程に分けて開催し、その後の
認定試験において上位成績者から初年度は30名に対
し資格認定をし、顔写真入りの認定証を発行しました。
　TAPS 認定者は製品 / 技術・営業管理セミナー、さら
に工場研修会および各種展示会での実地トレーニン
グといった年間育成プログラムをこなします。また、
TAPS 認定者自らが顧客を対象とした、ＴＨＫ製品説
明会の企画・実施を積極的に支援します。
　この育成プログラムを通して、TAPS 認定者の知識
レベルの向上に助力し、さらにＴＨＫ営業マンとのコ
ミュニケーションを深めることで、お客様のニーズを
明確に共有化し、お客様により良いサービスを幅広く
提供できるように活動しています。今後も『TAPS 育成
プログラム』の内容の充実に日々邁進し、参加代理店
の幅を広げ顧客満足度の向上をめざします。
* TAPS：ＴＨＫ Authorized Professional Sales の略

グローバルセールスミーティング

　「グローバル10 21」（21世紀に世界の部品メーカー
の10 指に入る）のスローガンのもと、全世界で一層の
顧客サービスが展開できるよう、第1回目の「グロー
バルセールスミーティング」が 2008 年7月に米国・シ
アトルで開催されました。
　会議には世界４極（日本、米州、欧州、アジア）から9
名のトップ営業マンが集結し、営業活動でのさまざま
な問題点の検討、各極での成功事例やノウハウの共
有を図りました。
　会議の中ではたとえ国や文化は違っても、根本的に

「お客様のために｣という営業姿勢に変わりはないこ
と、お客様とのコミュニケーションが非常に重要であ
ること、現在全世界の営業部門で行っているTAP1を
さらに推進していくことが再確認されました。

お客様とともに（顧客満足向上のために）

　人との出会いを通じて自分の知らない知識を吸収したいとの思いが通じたの
か、入社以来営業に従事しています。TAP＊1を通じそれまでの一方通行であった
営業姿勢に気づき、お客様の声を細大漏らさず聞き、正確に理解することの重要
性を再認識しました。お客様との徹底的な打合せを基に、設計・工場の方に納得
してもらいそれまでのラインナップにない製品を製作してもらった時は大変嬉しく、
「世にない新しいものを提案する」というＴＨＫの会社方針を痛切に実感しました。
　現在若手社員と一緒に、指導を兼ねて営業活動を行っています。自分が入社し
た当時を思い出すとともに、お客様との出会いを大切にするという初心を忘れずに
営業活動したいと思います。お客様が何を欲しているのかを自分の問題として捉
え、社内他部署の協力のもと、お客様に満足していただける提案を行っていきたい
と思います。

VOICE ｜ 営業マンの声

* TAP：ＴＨＫ Advantage Program の略、TAP1( 営業部門 )、TAP2( 生産部門 )、TAP3( 間接部門 ) がある

東日本第二営業統括部
浜松支店  営業課  係長

良
やや

邊
べ

　淳
あつし

各国参加者による自己紹介

よりよい顧客サービスのための取り組みを教えてください。

「お客様のために」という精神のもとに培った営業ノウハウを共有化し、
全社的なセールススキルの向上に努めています。

Q

A
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　今から28年前、現在の「ハイテック事業本部」の前身
にあたる「精機部」 が発足し、初めて電子業界向けの自
動組立機の販売を開始しました。当初は「挿入機」 と
いって電極にリード線がついている部品を基板に挿し込
むものでしたが、技術の発展とともに基板の上に微小な
部品を乗せるだけの「マウンター」と呼ばれる製品に変
わっていきました。
　この「マウンター」は、工作機械や挿入機に比べ高速で
動かす必要があるため、どうしても“転がり”のガイドが必要で
した。ＴＨＫさんの「サーキュラーアーク形式」というボール
が2点接触になっている構造は、非常に転がり抵抗が少なく、
なおかつ安定しています。しかも取付誤差の許容範囲も広
い等、私たちの要求を最も満たしていたため採用させてい
ただきました。それ以来の長いおつきあいです。

　私が設計を手掛けるようになり、製品の性能アップをめざ
そうとすると、従来のガイドでは満足できなくなってきました。高
速化を突き詰めると、鉄やステンレスのガイドでは、質量が大
きい割に剛性が不足するので、軽くて剛性の高いセラミック
に目を付けたわけです。いろいろなメーカーさんにセラミック製
ガイドの開発を投げかけたのですが、その中で、ＴＨＫさ
んから快く「やりましょう」というお返事をいただきました。世界

初となったＴＨＫさ
んのセラミックガイドを
初めて採用したのが
当社だったので、とて
も印象に残っていま
す。このセラミックガイ
ドを使用した製品は、
チップひとつを打つス

ピードが0.068秒と、当時世界最速のマウンターとして好評を
博しました。
　その後市場ニーズは「高速化」に加えて、 多様な生産形
態に対応できる「フレキシブル性」が重視されるようになり、当
社の最新機種『NXTシリーズ』 も、機械がユニット化され簡
単に交換できる「モジュールタイプ」に移行しました。これは非
常に小さい機械を並べているため、ガイドのサイズも小さくなり
使用本数も増えたので、メンテナンスの簡易性が課題でし
た。ＴＨＫさんのガイドは、ボールとボールの間にリテーナー
が入っていてボール同士が直接接触しないため衝突がな
く、動作も滑らかでとても静かです。静音性が高いうえに製品
の寿命も長く、さらにレールに潤滑油を自動給油する機能が
あることから、メンテナンスフリーの期間を延ばすことができる
ので助かっています。 
　ＴＨＫさんとは、このように市場ニーズの移り変わりに
力を合わせて対応することで、より強固なパートナーシップ
を培ってきたと思っています。

　ＴＨＫさんは、こちらからテーマを投げかけたとき、非
常にレスポンスよく回答を持ってきてくださいます。最初の
お話は営業の方にするわけですけれど、ご提案をいただ
く際には必ず技術の方が同行されますし、仮に難しい
テーマであれば、どこが難しいのかも分かりやすくご説明
いただけます。ＴＨＫさんの営業と技術の連携はとても
素晴らしいと感じていますので、今後もこれまで以上にス
ムーズな対応をお願いしたいと思います。
　技術面では、やはりメンテナンスフリー期間のさらなる
延長でしょうか。3年から5年程度は全くメンテナンス不要
という領域をめざしてほしいと思います。それと機械の高
速化に伴う発熱の問題。この2点について、さらなる技術
の向上を期待しています。

Interview ーお客様の声ー

市場ニーズの変遷とともに培った
ＴＨＫとのパートナーシップ

富士機械製造株式会社
執行役員／ハイテック事業本部副本部長
第一技術統括部統括部長

須原 信介 様

1959年の創業以来、「電子部品組立機」「工作機械」等
の産業用機械装置メーカーとして、世界中の携帯電話・
PC等のデジタル機器メーカーならびに自動車メーカー等に
高い技術とサービスを提供。「ハイテック事業本部」では、
基板の上に表面実装用の部品をマウントする電子部品自
動組立機（マウンター）の製造・販売を手掛け、「工作機械
事業本部」では、主に自動車向けの旋盤の製造・販売を
行っています。

富士機械製造株式会社

ＴＨＫとパートナーシップを結んだ経緯をお聞
かせください

特に印象に残っているお取引についてお聞か
せください

今後、ＴＨＫに望まれることをお聞かせください
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IRツール

　株主・投資家の皆様に対する適正かつ公平な情報
開示に努め、「アニュアルレポート」ほか、情報ツール
として「インベスター・インフォメーション（ファクト
ブック）」を発行しています。「IR ホームページ」にお
いては、法定開示書類の掲載はもちろんですが、「ア
ニュアルレポート」や「インベスターインフォメーショ
ン」に加え、決算説明会資料等を日本語、英語の 2ヶ
国語で掲載するほか、決算説明会の模様についても
日本語および英語にてビデオ配信する等、投資家の
属性、地域を問わない適正かつ公平な情報開示に努
めています。
　また昨年11月には、株主・投資家の皆様の利便性の
向上をめざし、「IRホームページ」を全面リニューアルし
ました。必要な情報をより簡単にご覧いただけるよう、
トップページでの主要項目の一覧性を高め、また過去
の IR 資料を改めて整理して掲載する等、株主・投資
家の皆様の利便性の向上に努めました。

IRイベント

　年2回の決算説明会においては、社長自らが業績な
らびに戦略を説明するほか、質疑応答の時間を充分
に設け、経営に対する忌憚のないご意見をお聞きす
るようにしています。またスモールミーティングや個
別取材等を通じ、より多くの投資家との対話に努めて
います。海外の機関投資家に対しても、アメリカ、ヨー
ロッパの投資家を毎年定期的に訪問するなどして、コ
ミュニケーション機会の充実を図っています。

■所有者別株式分布状況（2009年3月31日現在）

株主総会

　株主総会については、1998 年から「開かれた総会」
をめざし、より多くの株主の皆様にご出席いただける
よう、株主総会集中時期を避けた土曜日に開催してい
ます。ＴＨＫの経営をより多くのステークホルダーの
皆様にご理解いただけるように、会場には見学席を設
け、取引先をはじめとしたステークホルダーの方々に
もご出席いただいております。2009 年 6月20日に開催
しました第39 期定時株主総会では、390 名の株主の皆
様にご出席いただきました。また、日ごろ目にする機会
の少ない当社製品へのご理解を深めていただけるよ
う、主要な新製品等を展示させていただきました。

株主とともに

IR ホームページ
http://www.thk.com/jp/ir/第 39 期定時株主総会

外国人
49.24％

金融機関
23.14％

個人・その他
19.46％

自己名義株式
3.92％

その他の法人
3.59％

証券会社
0.65％

株主・投資家に向けての活動を教えてください。

あらゆるステークスホルダーのみなさまに対し、適正かつ公平な情報開示
によって経営の透明性を高めています。

Q

A

アニュアルレポート2008
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ＴＨＫ会

　 ＴＨＫおよび会員企業の相互発展をめざした 
「ＴＨＫ会」は協力会社や仕入先等、206社の取引先に
よって組織され、重要なコミュニケーションの場となっ
ています。発足して30周年を迎え、記念の定期総会を
2008年6月に北海道定山渓で開催しました。そこでは
ＴＨＫの経営方針等の説明や会員から提出された優
れたVA*提案に対するＴＨＫ社長からの表彰状贈呈、
併せて親睦旅行やゴルフコンペを開催しました。
　各工場の支部では研修会等を開催して原価低減、
品質向上につなげる活動を行っています。今後も 

「ＴＨＫ会」を通じて強固なパートナーシップを構築
していきます。

公平・公正な取り引き

　材料・部品・加工委託等の取引先はＴＨＫにとって
不可欠なパートナーと考えています。よって取引先の
選定については「購買管理規程」に基づき厳正でかつ
公平・公正に行っています。新規取引先には、経営・品
質・技術力・コスト競争力はもちろん、環境への取り組
みや5S*に至る多方面から調査し、「取引先評価基準」
に沿った厳格な審査・承認を経て取引開始となります。
既存取引先には年1回「取引先格付評価表」にて同様
に調査し、評価に応じた取引への反映を行っていま
す。さらに評価点が伴わない項目に対しては改善を促
す等の指導を行っております。
　また、社内において法令や企業倫理を遵守するた
め、下請取引講習会等の外部セミナーに参加したり社
内勉強会を実施しています。他社での違反例やケース
スタディにより理解を深め、公平・公正な調達活動を
行うべく努めています。
*5S: 整理・整頓・清掃・清潔・躾

　私たち鈴秀工業は、1985年からＴＨＫさんと取引をしており主要製
品であるLMガイド、ボールスプライン等の引き抜き材を納入しています。
サプライチェーンの一員として、当社の品質がそのままＴＨＫ製品の品
質に影響を与えるので、「高い品質の製品を安定的に供給する」ことに
全力を注いでおります。
　当時、ＴＨＫさん向け引き抜き材は「異形品」と呼ばれる形状が複雑
な磨棒鋼（まぼうこう）で、品質要求は一般的な磨棒鋼より厳しいものであ
りました。製品精度は職人の腕にかかっていましたが、工程の見直し等の
改善を行い弊社独特の製造工程を確立できました。現在、山口工場の近
くに専用工場、本社工場内でも専用ラインを設けています。
　ＴＨＫさんの最高品質に取り組む姿勢は当社に通ずるものがありま
す。今後も「ものつくり」という共通テーマで、お互いに成長していきたい
と思います。鈴秀工業株式会社

代表取締役社長         鈴木 清詞 様

VOICE ｜ 取引先の声

取引先とともに

これからも互いに技術を高めあえる関係でありたい

ＴＨＫ会

磨棒鋼（まぼうこう）

仕入先・取引先との良好な関係を構築する取り組みを教えてください。

公平・公正な取り引きを行うことはもちろん、研修会等を通じてお互いに成
長できるパートナーシップを結んでいます。

Q

A

*VA : Value Analysis 
総コ ストを 低 減 さ
せ、部品・製品機能
を高める管理手法
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のに役立っています。また、これらの安全教育に加え、
安全標語コンクールの開催と安全標語の掲示、安全
パトロール、ヒヤリハット
提案、安全会議等の安全
推進活動を行い、2009 年
の年間重大災害ゼロの
安全管理目標達成に向
けて取り組んでいます。

防災活動

　株式会社リズムでは、地震防災対策基本方針「人命
第一」「二次災害防止」「総力復旧」を目標に防災体制
の整備・充実を進めています。防災組織が編成され、
本部の意思決定が速やかに各部に伝わるようになっ
ています。従業員の各行動基準は地震対策マニュア
ルに明記され、「会社全体の地震対応の手順」「予知
型・突発型における各員の出社基準一覧」「安否確認
方法」をまとめたポケットマニュアル（携行カード）を
配布しています。
　2008 年 9月に行った防災訓練の一つとして、役員・
管理職を含めた従業員により構成する「防災隊」の訓
練を行いました。その中で静岡県の防災について講
演をお願いした静岡県西部地区防災局の方から、株
式会社リズムの防災体制は他の企業への模範になる
との評価をいただき、静岡県地震防災センターの
ホームページに、製造業および異業種企業の防災事
例として紹介されました。

シリンダーによる挟まれ体験

労働安全衛生

　ＴＨＫでは、従業員の安全確保はものつくりの原点
であり、会社運営の大前提として捉えています。

■度数率・強度率の推移（ＴＨＫ国内5工場）

保健室の設置

　2008 年7月より本社に保健師常駐の保健室を設置
しました。産業医と連携して社員のさまざまな健康ケ
アに対応することができるようになりました。これによ
り本社に勤務する従業員の日常的な健康管理はもとよ
り、メンタルヘルスケア分野でより細やかな指導やア
ドバイスを行うことができ、社員の精神的な負担を軽
減することが可能となりました。
　また、本社と工場の保健師との連携を密にさせ、全
社的な従業員の健康状況の把握が即時できるように
なりました。世界的に問題となっている新型インフル
エンザ対策の策定にあたっても、産業医や保健師が適
宜適切なアドバイスを提供しています。

危険体験デモ機による安全教育

　ＴＨＫ無錫は普段にも増して安全の徹底を図るた
め、2008 年 12月～ 2009 年 2月の 3ヵ月間に、従業員
一人当たり延べ 10 時間の安全教育を行いました。こ
の安全教育では、①歯車による巻き込まれ、②切り粉
による切られ、③シリンダーによる挟まれを体験でき
る３種類の危険デモ機を独自に用意し、感受体験教
育を実施しました。結果、目で見て肌で感じることが
でき、一人ひとりが身近な危険を直感的に把握する

従業員とともに（安全で健康に働くために）

総合的な判断・指示

本部の補佐

情報交換・災害情報収集

負傷者救護

避難・誘導

二次災害防止

消火作業、工場内の整理

防災隊本部 （11名）

任　　務組　　織

本部付（7名）

情報連絡係（18名）

庶務・救護隊 （19名）

警備・避難隊（23名）

設備点検隊 （67名）

消防班 （7班 66名）

防
災
隊

度数率：

強度率：

労働災害発生の頻度を表すもの
［度数率 =（死傷件数）÷（延労働時間）×1,000,000］
労働災害発生の軽重の程度を表すもの
［強度率 =（延労働損失日数）÷（延労働時間）×1,000］

2.5 0.15

0.12

0.09

0.06

0.03

0

2.0

1.5

1.0

0.5

0

（度数率） （強度率）

（年度）
2004 2005 2006 2007 2008

●度数率　●度数率全国平均
■強度率　■強度率全国平均

従業員の安全・健康のために何か取り組んでいますか。

楽しく活き活きと働くために、安全な職場づくりと従業員一人ひとりの意識
を高める啓発活動に取り組んでいます。

Q

A
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eラーニング

　社員教育の一環として、eラーニングを導入してい
ます。これによりインターネット環境があれば、時間
や場所を問わず従業員が自己啓発のための学習をす
ることが可能になっています。主な内容としては、ビ
ジネスにおいて基礎的な知識を学習できる「ビジネ
ススキル」、新製品から既存のコア製品まで幅広く網
羅した「製品知識」、また昨今重要視されるようになっ
た「コンプライアンス」等があり、2009 年 3月現在で
合計 37 のコースを受講することができます。
　また、eラーニングによる遠隔地教育のメリットを
活かし、営業マンの社内資格検定である「電気技術資
格認定試験」も受験することができる等、その用途を
広げております。

スキルアップ・多能工化

　ＴＨＫでは個人のスキルアップ推進を図るために、
多能工化教育を積極的に行っています。三重工場では
工場独自のスキルマップを作成し、工場内で承認を受
けた熟練者が指導者となり、マンツーマン教育を実施
しています。日々の作業に慣れている研修者には、初心
にかえってもらい、作業工程表・工程図を元に、順序良く
安全の確認や注意点を説明します。平面研削盤等の工
作機械を使用し、ワーク取付け・砥石位置の合わせ方・
加工開始位置等の研修も行い、機械に任せきりにする
のではない体に染み付く技術の伝承を行っています。
　研修者に教えることで指導者自身も初心にかえるこ
とができ、現状の作業工程を見直すことで新たな改善
が見出されます。指導者・研修者とも、お互いの成長へ
の架け橋にもなるこの教育制度を今後も活性化させ
ていきます。

従業員とともに（成長を支援するために）

2006年3月

2007年3月

2008年3月

2009年3月

コース数
対象者数 着手者計 着手者率

コース終了率
着手者状況

24

24

34

37

1,634

1,777

1,963

1,965

515

581

893

921

31.5%

32.7%

45.5%

46.9%

43.8%

46.9%

73.9%

73.2%

　2007年にＴＨＫシンガポールに入社し、主に内勤業務を行ってきました。我々の仕事はシンガポール営業マ
ン、本社、代理店をうまくまとめることです。値段とリードタイムを中心に外勤の営業マンに協力し、見積書の作成か
ら→納期調整→値段交渉→受注達成までの業務を行いエンドユーザーのために最適なサービスを提供するよう
に努めてまいりました。
　ＴＨＫ製品の知識を増やしたい、自分の仕事が日本サイドでどう反映されるのか知りたかったところ、2008年
7月に1週間のスケジュールで日本研修を受ける機会を得ました。本社・支店・工場研修を通じて、①日常業務で
いかにお客様のことを第一に考え行動しているか、②お客様の先にある最終ユー
ザーの利益までをも視野に入れている、③生活に密着した製品の研究開発を
行っていることを実感しました。
　ＴＨＫシンガポールからの発注データ等がどう処理されていくのか全体の流れ
が把握でき、今後は自分の後工程の人のことを考えた日常業務を行いたいと思い
ます。日本で学んだお客様を大切にするＴＨＫの社風をＴＨＫシンガポールで
も広め、お客様の立場に立った誠意ある業務を心掛け、今後もお客様に満足い
ただけるサービスを提供していきたいと思います。

VOICE ｜ 研修参加者の声

日本研修に参加して

　三重工場での技能研修      
　（指導者）
　製造二課
　中野信義  （左）

　（研修者）
　製造二課
　中村友紀  （右）

■eラーニング受講者数推移

従業員の成長支援のために行っていることがあれば教えてください。

「人財」の成長なくして企業の成長はありえません。積極的な自己啓発活動
を支援する仕組みのほか、熟練従業員の技術継承にも力を入れています。

Q

A

Margaret Lei Enbei 
Sales Administration  

マーガレット レイ　　　　エンべイ
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技術表彰制度

　標準的なＴＨＫの製品開発は、開発プロジェクト
を組織して行われていますが、そのプロセスはおお
よそ以下の通りとなっています。①開発品の概略仕様
とプロジェクトリーダーの決定、②技術部門の他、生
産・営業部門等からの横断的な開発プロジェクトメン
バーの選出、③開発・設計の実行、④技術レビューお
よびビジネスレビュー、⑤量産試作、⑥量産試作品の
評価、⑦ PQR*、⑧工場生産開始。
　組織された開発プロジェクトは工場での生産開始と
ともにその役割を終えて解散しますが、創造開発型企
業であるＴＨＫの企業理念「世にない新しいものを提
案し、世に新しい風を吹き込み、豊かな社会作りに貢
献する」製品開発を行った優秀な開発プロジェクトに
対しては、その功績を称え社長自らプロジェクトメン
バーを表彰します。本制度は技術者だけではなく開発
に携わるすべての従業員の士気を向上させる効果とと
もに、次の開発プロジェクトに積極的に参加を促すと
いう企業風土の醸成に大きく寄与しています。
*PQR：Post Qualification test Review 認定試験後の確認審査

新製品アイデア募集

　創造開発型企業として、全従業員を対象に新製品開
発につながるアイデアを募る制度です。日常の業務で
は新製品開発に直接関わる機会の少ない従業員にも
積極的に自分のアイデアを提案することのできる場と
なっています。応募されたアイデアは営業・生産・技
術部門の代表者による審査会で、独創性・実現性・事
業性等によって評価されます。第3回目となる2008 年
度の新製品アイデア募集制度では74件の応募があり、
内5件が表彰されました。

改善提案制度

　製品、業務効率、品質、安全性、生産性、技術等の向
上と改善を図るため、「改善提案制度」を設けていま
す。従業員の創意工夫、現場の目線を大切にし、また
継続的に提案することを奨励、支援し、改善活動を評
価するこの制度では、提出された提案すべてが評価・
表彰（1 次表彰）され、同時に、その評価に対するポイ
ント（2 次評点）が付与される仕組みとなっています。
このポイント（2 次評点）を累積して一定基準を超え
るごとに、最高「ＴＨＫ賞」とする2次表彰(6段階の賞)
が受けられる点が特徴です。年間 100 名以上の従業
員が２次表彰を受賞しています。2008 年度は 10,241
件（前年比 16.7% 増）の提案がありました。

従業員とともに（チャレンジを支援するために）

左より、技術開発第二部　長門 義文、 技術開発第二部　山中 修平、
寺町社長、 技術開発第一部　古澤 竜二

■　提案件数

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

（件）

2004 2005 2006 2007 2008（年度）

7,303
6,722

8,095 8,772 10,241

　１９８６年に入社し名古屋製造所、岐阜工場と２３
年間、生産現場で業務に従事してきました。現場の
作業を行う中で、こうすればもっと簡単に効率よく仕
事ができるのではないかと思いついた点を改善提
案にまとめ、都度提出してきました。結果、２００８年７
月に３００点に達し、ＴＨＫ賞受賞となりました。どんな
発想・ひらめきでも、業務改善につながると思えば
改善提案を出し作業効率を
上げていきたいと思います。 
　一度賞を取れば、次はその
上の賞を狙うぞという意欲も出
てきます。今回の受賞では、家
族と一緒に香港旅行を楽しみ
ました。再度一から出直しです
が、２回目のＴＨＫ賞をめざした
いと思います。

VOICE ｜ ＴＨＫ賞受賞者の声

岐阜工場　製造部
製造第三課
グループリーダー
山田 俊和

従業員のチャレンジやアイデアを活かす仕組みはありますか。

夢や目標に向けてチャレンジしていく積極性をサポートするさまざまな制度が、
ステークホルダーとの有効な関係構築にも貢献すると考えています。

Q

A

■改善提案提出件数推移（２００４～２００８年度）
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研修制度

　ＴＨＫでは、入社時に実施する新入社員研修、新入
社員OJT（On the Job Training）トレーナー研修、入社
2 年目・6 年目社員を対象としたステップアップ研修、
階層別（グループリーダー職、課長職、部長職）研修
等、社員の個力を伸ばし、組織力を強くする社員教育・
研修に力を注いでいます。特に新入社員の育成につ
いては、新入社員一人ひとりに対して職場から中堅社
員をOJTトレーナーに選任して、配属から約1年の間、
職場での円滑なコミュニケーションの形成、業務知識
等の習得を促しています。

永年勤続表彰

　ＴＨＫは勤続による会社への貢献を評価して、5年
ごとに永年勤続表彰を行っております。2008 年度は
441名が受賞し、受賞者には記念品が贈呈されました。

高齢者の継続雇用制度

　高齢者雇用安定法の改正により、ＴＨＫにおいて
も定年後の継続雇用制度を採用しております。従来
は一定の制限がありましたが、2008 年にはその制限
を撤廃して、健康であり勤務することを希望している
従業員に対しては継続雇用を行っています。
　この継続雇用制度により、技能・技術の伝承や、品
質の高いものつくりやサービスが提供できる職場環
境づくりに取り組んでいます。

障がい者雇用

　法定雇用率の達成（1.8％）を目標に、本社部門、工
場部門を中心に障がい者の雇用を推進しています。
この目標達成はもちろん大事なことですが、入社され
た方々にとって働きやすい環境を提供し、当社にしっ
かりと定着いただくことを最重要事項に取り組んでい
ます。

勤続 35年

勤続 30年

勤続 25年

勤続 20年

勤続 15年

勤続 10年

勤続  5  年

合　　  計

0

10

29

150

154

162

102

607

0

12

24

137

175

187

126

661

10

15

74

54

136

100

77

466

7

20

133

87

99

179

91

616

6

16

91

107

43

74

104

441

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

■永年勤続表彰受賞者数推移（2004～2008年）

2006年

1.21%

2007年

1.48%

2008年

1.57%

■障がい者雇用率推移

品質記録をスキャナーにて読み込み

従業員とともに（多様な働き方を支援するために）

　ＴＨＫは、障がい者雇用を拡充しています。山口
工場では県内の総合支援学校５校と提携し、毎年２
～３名の実地研修生を受け入れています。研修前に
は本人・両親・PTA・教員の方々の工場見学を実施
し、現場確認のうえで安心して研修に臨んでもらって
います。２００８年度は計４５日間の研修を行い、３名の
方が包装・梱包作業や検査を体験しました。内１名は、
２００９年４月からＴＨＫ社員として活躍しています。

山口工場 障がい者の就職支援

ステップアップ研修

「自分らしい」働き方を希望する従業員が増えていますが。

働き方の多様性にできるだけ対応する雇用制度、また永年勤めていただいた
従業員への表彰制度があります。

Q

A
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寄付・募金活動

　ＴＨＫは社会貢献活動の一環として、災害時の支援
金の提供、将来の日本の「ものつくり」の発展や科学振興
を目的とする団体への賛助金の提供、さらに当社が進出
している地域の催事への協賛を行っております。

清掃活動
　豊田支店では、2008 年10月に近隣住民の皆様が気
持ちよく過ごせるように事務所周辺の道路や公園、駐
車場の清掃活動を行いました。道路沿いには思った以
上にゴミが多く、１時間の作業で70ℓのゴミ袋６つの
ゴミを回収しました。清掃後は道路沿いが大変きれい
になり、付近の方からお礼のお言葉をかけられました。
参加者もこの経験により地球環境への配慮や地域の
方々との交流の大切さを認識しました。今後は市内の
ボランティア団体へ加入し、支店一同地域貢献活動を
継続していきたいと考えております。

防災訓練

　豊田支店は、2008年11月に管内の地元小学校区自
主防災会の依頼を受け、防災訓練に免震体験車を出
展しました。今年 5 回目となる防災訓練当日はあいに
くの雨でしたが、約 1,200 名 ( 子供 400、大人 800 名 )
の方が参加し、大声コンテスト( がれきに閉じ込めら
れたことを想定 ) 等の訓練に加え、免震体験車にて地
震の怖さを体験してもらいました。小学生からは、「地
震のすごさを体感できた」、大人の方からは「地震の
恐怖を身近に感じられた」「被災した時をイメージで
きる貴重な体験だった」「地震への対応準備が必要だ
と認識した」等のコメントをいただきました。

ロボットコンテストへの協力

　山口工場では、地元の高等学校や総合支援学校と
パートナーシップを結び、定期的にさまざまな交流活
動を行っています。2008 年 4月には宇部工業高校がロ
ボットコンテスト参加に当り、ロボット作りに必要なノ
ウハウやＴＨＫ製品の使用例説明の要請を受け、工
場およびショールーム見学と製品説明会を実施しま
した。
　ロボット部品には、ＴＨＫ製品も使用されました。残
念ながら入賞は逃しましたが、ＴＨＫ訪問時の製品使
用説明は、ロボット制作に非常に有益であったと連絡
をもらいました。

地域社会とともに

中国四川省大地震の被害に対する支援 2008 年 5月

ミャンマー・サイクロンの被害に対する支援 2008 年 5月

岩手・宮城内陸地震被害に対する支援 2008 年 6月

山形県東根市　「さくらんぼマラソン」 2008 年  6月

モノづくり推進会議に対する協賛広告 2008 年 10月

財団法人日本科学技術振興財団に対する賛助 2008 年 12月

ロボット制作する宇部工業高校の生徒

豊田支店の清掃活動

なぜ地域社会への貢献活動を重視しているのですか。

企業は単独で存在することはないという考えのもと、各事業所を通じ、地域
社会との有効な関係性を保っています。

Q

A

■主な寄付活動実績

なお、昨年の災害時支援
金提供行為に対し、日本
国政府より紺綬褒章をい
ただきました。
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わがまち街路樹里親制度

　山形工場では、「わがまち街路樹里親制度」に参画
しています。これは東根市建設課主催で東根市の企
業、団体 (8 企業、35 団体、計 917 名 ) が市道沿いにあ
る街路樹を養子に見立て、愛情を持って育てるボラン
ティア活動です。
　「みんなの町をきれいに」をモットーに、①街路樹
周辺の除草等の清掃、②道路・歩道等の安全施設に
破損ないかのチェック、③植樹帯への花苗の植栽等
の活動を行います。山形工場の担当は工場正門から
南に約 1kmで、2008 年 5月と10月の 2 回活動を行い
ました。これからも市内全域に里親の輪を広げていく
ために貢献していきたいと思います。

知事表彰

　2008 年11月に山梨県知事より、技能の振興に尽く
したことによる感謝状をいただきました。これは甲府
工場が1978 年より山梨県職業能力開発協会の依頼を
受け、機械加工の職種における9 作業の実技試験の実
施および採点をする委員の派遣を行っていることや、
2007年度より山梨県技能
士連合会から毎年3名の
社員が県の匠に認定され

「やまなし匠の技・伝 承
塾」において、後進の育成
指導を実施した等、長年
の 功 績 に対 するもので
す。今後も甲府工場は、山
梨県の技能育成・伝承に
取り組んでいきます。

労働安全衛生表彰

　大連ＴＨＫでは、生産活動に伴う業務上災害をゼ
ロにするため、環境・安全に関わるパトロール、防災訓
練の実行、災害事例研究会の開催・分析、水平展開、社
内外安全教育等の継続活動を実施しています。2008
年度は環境・安全パトロール16 回、防災訓練 3回を通
し問題点の洗い出しを行い、顕在化・潜在化している
リスクを取り除きました。6月は「安全強化月間」とし、
安全監査・安全広報活動を行い、従業員の安全意識向
上を図りました。結果、2008 年度は死亡数、重傷災害
事故、通年職業病すべてにおいて目標の「ゼロ」を達
成しました。これを踏まえ12月に大連市政府より「大
連市安全生産先進企業」として表彰されました。
　常に従業員の安全を念頭に置き、働きやすい環境

を整え、従業員と会社
の調和を実現させ安
全な生産活動をめざ
します。

コウノトリ保護活動

　フランス・アルザス地方はコウノトリの生息地とし
て知られており､地元市民は幸福と繁栄の象徴として
この鳥を大切にしています。保護活動も活発で地域内
には保護区に指定された公園や、繁殖・生態研究のた
めの保護センターがあります。TMEもこの保護活動に
参加できないか地元エンシスハイム市に相談したと
ころ2008 年5月に「TME への友情の証」( 市長スピー
チより)として敷地内に
巣床が設置されました。
　TMEはこの巣床に舞い
降りるコウノトリを通じて
地元とのパートナーシッ
プを大切にしていきたい
と考えております。

街頭の清掃活動

社会との関わり │ 地域社会とともに

コウノトリのつがい


